
第 4学 年算数科学習指導案

1 単 元名
「計算のやくそくを調べよう」 (東京書結 「新 しい算数J ttp 3 7～41)

2 単 元について
(1)教 材について

本単元の内容は、学習指導要領第4学 年の 「内容JD(2)ア の 「四則の混合
した式や ( )を 用いた式について理解 し、正しく計算すること。Jに 対応した
ものである。

このことは、単に式の計算に慣れさせるだけではなく、数量の関係を四則の混
合 した式や ( )を 用いた式に表 したり、そのような式を読んだりして式のよさ
が分かるようにするとともに、式を適切に用いるようにすることである。
式については、加法減法は■学年で、乗法は2学 年で、除法は 3学 年でそれぞ

れの計算が用いられる場合を知 り、それを式で表 したり、その式を読んだりする
学習をしてきている。また、簡単な場合について 2段 階の構造を分解式に表 した
り、 ( )を 使つて式に表 したりすることも経験 してきている。
本学年では、 ■つの数量を表すのに ( )を 用いることや、乗除を用いて表さ

れた式が1つ の数量を表したりすることなどが、具体的事象の場で理解できるよ
うにする。また、四則混合の問題を含む数量の関係を ( )や 乗除優先のきまり
を使って 1つ の式 (結合式)に 表すことにより問題の構造を的確、明瞭にとらえ
られるというよきに気づかせることがおら予ヽである。
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かけ算

かけ算のひっ算(1)

かけ算のひっ算(2)

① わ り算の筆算(1) 0計 算のきまりを見をおそう

・分配法則とその活用

・四則について成り立つ法則

・四月uの相互関係

口乗法・除法に問して成り立

つ性質

・乗法の性質や計算法則 (交

3果,結 合)と その活用
② わ り算の筆算(2)

除法の検算のしかた

除法について成り立う性質
① わり算

⑦ あまりのあるわり算
④ 小 数のかけ算とわり算(2)

・除法と乗法の相互関係 ・計算法則の小数への拡張

口未知数を回で表して立式

し,□ にあてはまる値を求

めること

ふ.計算のF(そくを田べよう

。( )を用いた式の意味と計

算順序

・四則混合の式の意味と計算

願岸

(2)児 童について
児童は、 1学期の単元 rゎり算のしかたを考えようJで 乗除混合の問題も1つ

の式に表すことができることを学習した。その結果、積極的に2つ の式を 1つ の
式にまとめて表そ うとする児童が現れてきた。 しかし、多くの児童は 1つ の式に
表すことのよきを実感できていないため、あるいは 1つ の式にまとめることがで
きるという判断がつかないため、どうしても2つ の式に分けて立式しがちである。
また、式は問題の答えを導き出すためだけのものと提えているようなところが

まだあり、式には意味があるということを認識できずに、働で立式し計算してい
る場合も少なくない。
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本単元に関わるレデ ィネステストの結果は次の通りである。

問 題 : L宅 事 事再 (人)

1  □ にあてはまる
路 をぅ掌 ユ キ 1  、

( 1 ) 4 × 6 = 6 × □ 9 4 1 % ( 1 6人 )
よ

つ 。 ( 2 ) □ X 2 3 = 2 3 × 1 2 8 2 3%(14人 )

( 3 )  ( 5 X 1 0 ) × 3
= 5 × ( □X 3 ) 1 0 0   % ( 1 7 人 )

( 4 ) 6 X l o = 6 × 9 + 回 9 4 1 % ( 1 6人 )

2  買 い物をして、おつりをもとめるときのことばの式を
つくります。□にあてはまることばを、下のi:: : : : ]中か
らえらんで書きましょう。

7 6 .  5 % ( 1 3 人 )おちり
~子 ~十 一

西し花語奎
十一十一―

代石
―~i

3 討 算をしましょ |(1)57+24-35 8 2 . 3 % ( 1 4 人 )

ノ 。

( 2 ) 9 × 4 + 3 7 6 .  5 % ( 1 3 人 )

( 3 ) 2 4 0 ■ 6 + 4 8 2 , 3 % ( 1 4 人 )

レデ ィネステス トの結果から、乗法の交換法則や加減混合計算、乗除混合計
算など基本的な知識や技能があまり定着していないといえる。また、おつりを求
める式のように数量の関係を言葉の式に表す力も弱い。
算数科の学習において児童は、問題解決型の学習の進め方に慣れ、自分の言葉

で課題を設定し、問題解決に取り組みながら自分の考えを書き表すことができる
ようになつてきている。 しかし、解決方法を筋道立てて説明することや、自分の
考えと友達の考えをつなげたり、広げたり、まとめたりなど関わらせていくこと'

十分とは言えない。また、自力解決時に個別指導を必要とする児童が教名いる。

(3)指 導にあたって
・単元の指導に関わつて…四則混合の式の表 し方やその計算順序を正 しく理解 し、
計算技能を身につけさせるため式や、( )の意味を具体的な問題場面(主に買い
物場面)に 照らし合わせたり、言葉の式に対応させたりしながら段階的に指導
して行く。

・算数の学習に関わつて…4年 生の児童は、 ド リルなどの計算問題を好んで解く
が自分の考えを持つこと、それを説明したり友達の考えと比較 して聞くことな
ど消極的な部分や不十分なところが多々あるので、まず 「問題解決型の学習に
慣れ、自分の考えを持つこと、そして互いの考えを交流しながら学習を深める
こと」を目標に取り組んでいるところである。本単元でも、課題設定を児童の

言葉で設定するところから始め、まとめまで課題意識を持つて取り組めるよう
にしていきたい。

・少人数指導に関わって…生活班を基にした単純分割で行つているが、一人一人
の活動を見取ることが容易である、一人二人の活動や活躍の場を保障できるな
どの利点をできるだけ生かすように努めている。本単元でも、全員の意志表示
を確かめたり、発言の機会を与えたり、よさや頑張りを認めたりすることを単
位時間毎に積みあげていきたい。         I     F

単元の目標
① 四 則混合の式や ( )を 用いた式の意味について理解 し、そのような式を適切に用

いたり正しく計算したりすることができる。
〔関心 ・意欲 ・態度〕 ・目的に応 じて、2～ 3段 階の構造の問題を1つ の式に表そうと

する。
〔数学的な考え方〕 ・ 2～ 3段 階の構造の問題を 1つ の式に表し、簡潔に表現する。
〔表現 ・処理〕   ・ 四則混合計算や ( )を 用いた式を適切に用いたり、正 しく計

算 したりすることができる。
四則混合計算や ( )を 用いた式の計算の仕方を理解する。〔知識 ,理解〕
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4 指 導 ・評価計画

小単元 時
評 価 規 準

(場面 ・方法)
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5 本 時の指導
(1)目 標

O四 則混合の式では、乗除には ( )を 省くが、加減より先に計算することがわかる。
(2)評 価規準

【表】加減と乗除の2段階構造の問題を1つの式に表すことができる。
【知】四貝J混合の式では、乗除には ( )を省くが、加減より先に計算することがわかる。

(3)具 体的な手立て
既智事項のおつりを求める言葉の式 「出したお金一代金=お つ り]に あてはめて代金をひ

とまとめにして立式することに気づかせ、乗除が混合した場合も計算llF序に従つて計算する
とよいことを実感させる。また、乗除の場合 ( )を 省 くことは、少 しでも簡単に表す算数
のよさの 1つ としてjllを引きながらとらえさせる。

(4)展 開

段 階 学  習  活  動 ‐ 留 意 点  ※ 評 価

か

む

つ

1.問 題文を読み、問題について話 し合 う。

求
う
う
結
　
け

。

で
使
買
に
　
か
る

よ
を
い
式

。

せヽ

金
算
ま
ど
る
算
た

代
き
３
な
え
き
立

一
ひ
を
す
さ
ひ
目

金
で
紙
表
お
ｒ

に

お
の
の
で
で
る
う

た
る
円
算
葉
が
よ

し
き
５
け
言
な
る

出
で
２
か
を
つ
す

Ｆ
が
い
は
拠
に
識

は
と
ま
金
根
定
意

り
こ
１
代
く
設
を

つ
る
か
で
つ
題
Ｊ

お
め
と
の
び
課
算

問題把握や課題設定の手助けとなる
ように、前時の学習内容であるおつ
りを求める言葉の式や ( )を 使つ
て 1つ の式に表すことができること、
( )の 中を先に計算することなど

を掲示しておく。

課題は児童の言葉で設定 させる。
加減法 と乗除法が混合 していること
を明確にお さえる。

p18き滑を晶口曾子婚ダ紙を3ま暇つて、|
|  お つ りはいくらですか。        |

・わかつていること
…25円 の工作用紙を3ま い買つて、

100円 出したこと
・求めること…おつ りはいくらか

O求 答にはどんな演算を使 うか考える。
・おつり…ひき算
・1枚 25円 の紙を 3枚 …かけ算

2.課 題を設定する。

1つの式にひき算やかけ算などがまじつた
計算の仕方を考えよう。、

考
え
る

3.課 題解決の見通 しを立て、自力解決を図る。
〔方法〕・ことばの式にあてはめる。

「出したお金一代金=お つ り]
・ひとまとまりのものには()を つける。

〔答え〕100円 よりは少ない。

ことができる。 (シー ト・発言)
2つ の式や検算などで確かめさせる
具体的な買い物場面を想定させた り
「25円 が 3ま い」を図で示 した り

つ

し

,

話

△
臣

4.解 決結果について話 し合 う。
(1)考えを発表 し合い、よさを認 め合 う。
ア;100-25X3‐100-75

= 2 5      答 え 2 5円
イ;100-(25X3)=100-75

=25    答 え 25円
(2)解決結果の妥当性を検討す る。

5.確 かめた解決結果を類題で再確認す る。

1に塩らふ響苦

に

Ｊ
　
も
確
を

ス
ら

えヽ
の
の
いつ

。②

一
わ
ら
＞
＞
た
る
と

ダ
だ
と
　
　
し
え
Ｄ

ｌ
こ
と
＜
く
認
教

。く

・ペアで自分の考えを発表させ、自分
の考えを確認すると共に、考えを説
明することに慣れさせる。その後、
全体の場で発表させる。

・アの考えも否定しないで、 ( )を
つければ正 しい式であるとおさえる。
(この段階ではかつこをつけること

を約束としておく。)
(2)500円 の窒箱 を 1つ と、 1ダ ース 480

円のえんびつ を半ダース買いま した。
代金はい くらですか。

(2)の問題について、立式 し計算す る.
500+(48012)=500+240

=740     答 え 740円
式の中のかけ算やわ り算は、かっこを省いて
書いてよいことを指導す る。

ま
と
め

る

6。 まとめる。

1つ の式にひき算やかけ算などがまじった
計算は、かけ算やわり算を先にする。

を省くが、加減より先に計算するこ
とがわかる。 (発言・シー ト)
計算の順序に従って 2段 階の式に北
けて確かめさせる。

つ
　
か
　
う

7.練 習をする。

(1)8+12X5
(2)200--150■ 25

8.学 習 を振 り返る。

構造を図示 したりしながら乗除を

・机間指導を行いながら理解度を確認
する。

・計算の速い児童用にチャレンジ問題
も準備 しておき、時間があれば取 り
組ませる。 (正誤チェックは各 自で)
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4年 算数学習シー ト

紅 氏 名

問 題

お ― り は い く ら
~Gす

か 。

★何算を使 うかな?

①

〈イ芳電雇事〉

( 1 ) 8 + ■2 X 5

( 2 ) 2 0 0 - ■ 5 0 キ 2 5

5 0 0 円 の 筆 籍 を ■ つ と 、 ■ ダ ー ス

4 8 0 円 の え ん ぴ つ を 半 ダ ー ネ 買 い ま

( 1 ) ■ま い 2 5 円 の [ 作 用 ラ領 を 3 ま い

買 つ
~ て

、  ■ O O 円 を 出 し ま し た ■。 ‐
り や り 時 ☆

一

( 1 ) ■0 0 - ユGO一と   |
0500i「

~~r500+戸
三 Δ

―

閣

―
■ 自 分 の 考 文ュで 解 い 百Cみ よ  う  !

式

客 え  (

筆算①             筆 算②

◆ふ り返 りが終わつた ら、チャレンジ問題へ進もう !



くそく

ハンパーガーとスープで…。

130+210=340

500-,340== 160

いくつかの式を 1つの式に表すことや,

一つ

!つの式で
!

表せないかな。

りつこ

その計算のじゅんじょについて考えていこう。歩ャ

まことさんは, i 3 0円のハンバーガーと21 0円 のスァプ

を |つずつ買 って,5 0 0日 だまを出しました。

おつりはいくらですか。

ことばの式にあてはめて, |つ の式に表 しましょ

一臣亘奎ヨ= →? ヴ!
つヽ

500円 でほししヽものを買つてみよう。

おつりはしヽくらかな。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

スーフ
°

2 1 0口
フイスクリーム

120日

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●”
●
●
・
・
・
・
・
●
●
●
●
●

悩
的
¨

ジと―ス
大曖 00同
中り170n
,卜Ⅲ140日
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まことさんの 2 つ の式は,

とができます。

、( )を 使とって 1つの式 に表す

起鈴 ひとまとまりの

式は,( )を 使つて

表したね。

／

・
、ダ

′ 計算のじゅんじょを考えよう。

500-(130+210)=500-340

=  1 6 0

( )の ある式では,( )の 中をひとまとまりとみて,

先に計算します。

１

　

　

３

　

　

５

500-(130+2!0)二 =□

● (1】 1本 50円 の えんぴつ と, |こ 1 5円

のキャップを組 にして買います。

52 0円 では何組買 えますか。

下のことばの式にあてはめて, |つ の

式 に表 し,答 えをもとめましょう。

持 っているお金

【｀ 、(2) 1 0 0 0 - ( 7 0 0 + 5 0 )

( 2 6 + 1 8 ) X 8

( 1 3 5 T 3 0 )キ 35

(2)510+(480-270)

(4)23× (53-45)

(6)160キ (24+16)

1組のねだん
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次の問題を |つの式に書いて,答 えをもとめましょう。

( | ) |ま い 2 5円 の工作用紙 を 3ま

い買 って,  1 0 0円を出しました。

おつりはいくらですか。

彊聾【,

500円 の筆箱 を 1つ と,|ダ ー

ス 480円 のえんぴつを半ダース

買いました。

代金はいくらですか。

i [ 塾
諏

,

(2)

式の中のかけ算やわり算は,ひ とまとま

( )をはぶいて書きます。

(|)100-(25X3)→ 100-25× 3

(2)500+(480キ 2)→ 500+480キ 2

りの数 とみて,

式のヤのかけ算やわり算は,た し算やひき算よ

計算します。

翁

・ノ
リ

ｔ

　
　
　
　
　
一

O① (l)8+12X5

- 5 6 -
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／れ
一
｛ａｕ

ｒ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ヽ

計算のじゅんじょを考えながら,

(l)8×9+3X2

(2)8-9キ 3X2

(3)8-(9-3X2)

次の式を計算しましょう。

( 1 ) 8 X 9 + 3 X 2 =
L O 」    L 宅

勢
」

L O」

(3)

計算のじゅんじょ

0.こ、つう!r,た冷ヽらじゅんに計算する。

G( )の ある式1手,( )の ヤを先に計算する。

③Xや キ !手,十 や一 より先に計算する。

修) 一一　
　
　
　
の

ヨ

●0 ０
　
０

２

　

　

５

い

　

０

勢

　

つ

１

　

３

２

】
Ａ・・′・

2 4キ 6キ 2

(24 + 6 )キ 2

7 X 8 - 6キ 2

( 7 X 8二 6 ) + 2

24-6+2

24-(6+2)

2 4 + 6■ 2

24■ (6-2 )

7 X ( 8 - 6■ 2)

7X ( 8 - 6 )■ 2
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め
①

か
①

し
①

た
①

鵠

榮 計算をしましょう。

67-(100-58)

72キ 6+18キ 3

２

　

４

１

　

３

( 8 4 - 3 2 )キ 4

4 7 - 2 8キ 7 X 8

|
Sの 数を,計 算でもとめよ

@
$② ②

のののOの
9の $の のOO

ののの$○
― $③ @

@

⑬ 答えが10になる事をつくろう

4つ の数字の間に,十 ,一 , ×,十 ,(

10をつくろう。

5× (9-2-5)=10

8キ |+2■ 2=10

・
　
食亨ｆｆ“

３

つ
ム

３

ロ

田

Ｅ
‥

野

ａ
０

中
　
そ

対
ミこ)ツ まみさんの考え

委鵠誌覇啓籠番
i=韓鵠室名iキr:ii千iキ

きっぷの春子

途卦ほかにもしヽろしヽろな
もとめ力がありそうだね。

)を入れて,

く)答 えの数を 1,2,

3,4,… と,か えて

やつてみよう。

自動車のナンバー
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《資 料 ■ 》

本校 における少人数指導の実施状況
雫石町立雫石小学校

加配人教 1   ノ(

カロ配によ
り期待 した

効果

①

②

教育指導面
基礎 ・基本の定着や習熟度の差が頭著な算数め学習において、20名

未満の編制で指導を行 うことにより、個のつまづきの原因を細かく分
析することにより、系統を遡 り、必要な指導を加える。CRT等 の実
態より、数と計算領域での基礎的な知識 ・理解には、特にも手厚く指
導を重ねる必要があり、そのためにも、個の実態を丹念に把握し、個
への対応 (指導方針や重点)を 明らかにすることに努めている。今後
も、継続指導により、学力の定着を図りたい。
教職員組織面
学級担任制にのみ依拠 した学習指導体制では、担任自身の教材観や

指導観、児童観等が主観的かつ固定的になりがちで、閉鎖性の強い指
導が予測される中、子どもを育てる上での協働体制の重要性について
意識改革を図る。

実施 した
こと

① 実施教科等
算教科の学習において、 3～ 5年 の全 6学 級を対象に、年間を通じ

て単純分割による少人数指導を実施している。 【資料 ?参 照】
各学級の指導内容及び指導方法については、毎遺金曜日に次週の予

定を打ち合わせ、指導の工夫、進度の調整等を行つている。
教育指導面
加配教員を中心に、個の能力分析や関心 ・意欲等の情意面の分析を

行うなど実態を的確に提え、個人フアイルを作成し、担任問の引き継
ぎ及び系統的 ・継続的指導に生かしている。
教職員組織面
加配教員を教務部組織に位置付け、週間プログラム実施における連

絡 B調整、担任 との連携 ・調整、教材研究、資料収集整備等で主導的
役割を担 うようにしている。 【資料 2参 照】また、研究部の中の学力
向上サポー ト班の一つに 「少人数指導班」を設け、指導法の改善につ
いて研究を行い全教職員に共通理解を図つている。 【資料 3参 照】

②

③

実施効果 ①

②

教育指導面
少人数の形態により、以前に比べ、子ども一人一人の理解度や学習

速度に応 じた指導が可能になり、意欲的に学習に参加する児童や集中
して取 り組む児童が増えるなど情意面で向上が図られてきている。
教職員組織面
子どもを中心に据え、個の実態についての確認をもとに、指導内容

や方法を互いに追究し合 うことをとおし、細かな指導技術を含む実践
的な指導力の向上が図られてきている。今後とも、組織的な体制を強
化し、指導効果を高めたい。

改善点 ①

②

指導の成果把握
現在のところ、知識 ・理解や思考 ・判断等の認知面に関する向上の

成果を客観的に評価する資料に乏しく、その判断は難 しさもある。今
後実施されるCRT検 査等の比較により、成果を確認 したい。

指導枠の拡大
情意面での向上は明らかに成果として挙げられるので、次年度以降

現在の指導実施学年枠を拡げ、どの学年においても20名 未満の編制
による少人数指導を進め、きめ細かな指導を充実させたいと考えてい
る。そのための加配教員を2名 希望している。
保護者や地域への説明  :
授業参観や各種通信、学級 中学年での保護者の会合の機会を通し、

少人数指導の趣旨や実施内容 ・方法、推進上の留意点、成果 と課題等
に付いて積極的に情報提供し、説明責任を果たす。       「

③
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《資 料 2》 1 7 個別化指導教育

度の重点
主 礎 _ = 本 の 確 実 な 定 着 を 図 る た め の

少 人 数 指 導 θD : り こ と 推 進

1 指 導目標

児童が学習内容を確実に身につけることができるよう、児童の実態に応 じ、指導法や

指導体制を工夫改善し、個に応 じた指導の充実を図る。

2 方 針

(1)習熟の差が大きい算教科の学習において少人数指導を実施 し、児童の進度、理解、
技能の程度に応じたきめ細かな指導を行いながら基礎 ・基本の定着を図る。

(2)教師が互いに指導法を研究し、学び合 うことにより、実践的指導力の向上を図る。

3 内 容

(1)lC2T配 置を基本とし少人数指導の在 り方を工夫 ・改善する。

(2)基礎的な知識、技能の習得を図る少人数指導の実践を進める。

4 計 画

〈I 学期

(2学 期〉

〈3学 期〉

5 指 導体制

(1)実 施時数

・実施計画作成
・指導法の研究
・実践のまとめと反省  ・ 次年度の課題把握と計画立案

・児童の学習状況め把握
・効果的な指導の実践

4学 年 (角館 :研究主任) 5学 年 (角館 ;研究主任)

(2)少人数指導時間割

3学 年 (潰尾;初任者指導)

実施学年 週あた り(学年) 年間 (学年)

3学 年 8時 間 2 8 0時 間

4学 年 6時 間 210時 間

5学 年 8時 間 2 8 0時 間

月 火 水 本 金

1 1 湘 2雄 1 榔

2 2網 1 組 2縦 2細

3 1 種

4

5

6

月 人 本 本 金

1

2

3 1 組 1 湘

4 2細 1 潤 2榔 2構

5

6

月 火 水 本 金

1 1 榔 2湘 1 潤 2細 2細

2 1維

3

4

5 2織 1 粧

6
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【研究推進究員会】

校長、敬頭、志渡、角館、日中、辞井

全 体 研 究 会

学 力 向 ト サ ポ ー ー ト 班

高描 (栄)

菅原、意

渡

◎田中

米澤、山村

佐々木、斉

藤、岩日、

熊谷、菅原

高柄 (正)

志渡

◎薄井

団井、山崎、

谷日、及川

坂下、伊藤

高橋 (栄)

浜尾、角館

《資 料 3》

研 究 組 織

◆ 学 力 向 ト サ ポ ー ト 班 の 平百 ヨ bF勺 容

◎教科部会を中心とする授業改善、指導法の工夫を側面からサポー トし、基礎学力の向

上を目指す活動を行 う。 (詳しい計画は、毎月の班会議で話し合い、実施)

【朝学習班】 O水 、木、金の朝学習の時間の計画と運営。

《1学期》漢宇、計算を中心に朝学習の取り組みの意義と習慣の定着。

《2学期》学習定着度状況調査の事前指導及び事後指導の取り組み。

CRTの 事前指導の取り組み。

《3学 期》 CRTの 事後指導の取り組み。学年の学習内容の定着度の

確認 と指導。

【家庭学習班】 O家 庭学習の習慣化を図り、基礎学力の定着に役立つ内容等の検討を

行 う。

《1学期》実態調査及び習慣形成のための家庭への呼びかけ。

《2学 期》重点月間を設置 し、習慣化を徹底。

《3学 期》自主学習のすすめ。

【少人数指導班10少 人数指導の位置付けを明確にし、個に応 じた指導等の工夫を行 う。

《1学期》実施計画作成と児童の学習状況の把握。

《2学 期》指導法の研究と、効果的な指導の実践。

《3学 期》実践のまとめと反省。
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